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世界規模で高齢化が進み、加齢による難聴患者は増加の一途をたどっている。難聴は認知症のリス
クファクターだが、治療薬はなく、補聴器などの医療的介入の重要性はますます高まっている。しかし、
日本における補聴器の満足度は先進国の中でかなり低いのが現状で、我々が開発した「宇都宮方式
聴覚リハビリテーション」を中心とした質の高い補聴器診療をデジタルトランスフォーメーションすること
によって、難聴で困っているすべての方を幸せにする。

本事業では、宇都宮方式聴覚リハビリテーションを遠隔で行うための補聴器診療支援システムを開発
する。提携クリニックで実証試験を行い、下記のPoCを達成することで支援システムを完成させる。

①遠隔補聴器診療支援システムによって対面診療と同等にできるか。
②遠隔補聴器診療支援システムのデータ共有システムが効率的に稼働するか。
③遠隔補聴器診療支援システムにおける言語聴覚士の作業の効率化できるか。

本研究開発において、遠隔補聴器診療支援システムの診療支援セミナーおよびカンファレンスは遠隔
によるプログラムが非常に有効で、対面診療と同等の成果を上げることができ、言語聴覚士の作業の
一部を非専門職人材に遠隔にて分業する実証試験で、作業効率を25％向上させた。また、これまで汎

用ソフトによって運用してきたデータ共有システムの一部を自社アプリケーションに落とし込むことで、
Platform開発の全体像を確認できた。
今後は、AIを活用した補聴器自動調整やAI診療サポートを開発し、スピーディーに全国、全世界へと
展開していく。
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